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１．職員対応 

 

1） 有症状時 

以下の症状が 24 時間以上持続した場合、近医にて受診または 

厚労省承認キット OTC（Over The Counter：OTC）を用いた自己検査を行う。 

https://www.google.com/maps/d/edit?mid=108DiIlEeg4hWEWQoA6wxKCf0qJQ1UzM&usp=sharing 

（1） 症状 

 発熱 

 上気道症状（咳、咽頭痛、鼻汁など） 

 倦怠感 

 頭痛 

 消化器症状    他 

（2） 検査結果の解釈 

 医療機関の場合、結果通り対応。 

 症状が 24 時間以上持続且つ、自己抗原定性検査が陰性または判定不能の場合は、医療機関

の受診を行う。 

 医療機関での検査結果が陰性であっても、症状軽快から 24 時間経過までは休職する。 

（3） 就業制限期間 

発症日を 0 日目として、5 日間休職。症状消失し 24 時間経過していれば、6 日目より復帰可能 

（無症状陽性の場合も同様に、検査陽性日を 0 日目として、5 日間休職し、6 日目より出勤可能） 

（4） 事務手続き 

 検査陽性の場合、総務課専門職員に連絡 

 マイハンダイ→安全衛生管理部ポータルサイトから登録 

    

2） 濃厚接触時 

（1） 濃厚接触の定義 

発端者の発症からさかのぼって 48 時間以内に以下の接触があった。 

・就業時の曝露リスクと就業制限の基準で「高」リスクの場合 

・マスク無しで１ｍ以内、15 分以上の会話や接触があった場合 

・同居家族の場合は、マスク無しで食事、睡眠環境を長時間共有していた場合 

（2） 濃厚接触期間について 

・入院患者 

最終曝露日を 0 日とし、5 日間の個室入室の上、コロナ陽性者対策を実施し 5 日目に隔離解

除とする。 

・職員 

曝露日を 0 日として 5 日間は就業時健康観察表(別紙１)を用いて健康観察を行い、勤務管理者

の許可のもと就業を継続する※就業禁止として取り扱わない 

 

  

（3） 事務手続き 

 総務課専門職員に連絡 

 マイハンダイ→安全衛生管理部ポータルサイトから登録 
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別紙 1． 
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１． 職員対応 

3） 有症状時 
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※勤務中に有症状となった場合には、すぐ帰宅し近医受診または自己にて購入キットで新型コロナウイルス検

査を行うのが原則である。但し、夜間・休日等で近医での受診が困難な場合は、院内検査を受けることも可能で

ある。 
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2．診療 

1） 患者が濃厚接触となった場合の対応について 

 

（１） 濃厚接触となる基準 

発端者の発症からさかのぼって 2 日前より以下の接触があった。 

・発端者とマスク無しで１ｍ以内、15 分以上の会話や接触があった場合 

・食事や睡眠時の生活空間を長時間共有していれば、濃厚接触となる。 

 

（２） 濃厚接触者の対応について 

・曝露日を 0 日として 5 日間個室でコロナ陽性者対応を実施し、5 日目に隔離解除とする。 
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２．診療 

2）-１新型コロナウイルススクリーニング検査 
 

(1) 目的 

入院時スクリーニング検査の意義は、不意な感染者の持ち込みリスクを低減させ、持ち込まれた際の 

検知を速やかに行うことで、2 次感染の拡大リスクを低減させることである。 

 

(2) 検査タイミングと対象 

(2023 年 5 月 8 日以降は原則として全例への入院時スクリーニング検査は実施しない) 

① 感染蔓延期 

・ 入院時 

・ ハイリスク処置実施前（各科の判断） 

※ハイリスク処置が入院後すぐに実施される場合などで事前に検査結果が必要な場合は、 

前日に外来で検査を実施してください。唾液採取可能な患者は、唾液容器を持ち帰り、 

前日に外来棟 2 階臨床検査部受付に持参するように説明 

② 非蔓延期 

・ 原則としてハイリスク部署の有症状者に実施する 

・ 全入院患者に対する入院時スクリーニング実施は大阪府のモニタリングに従い、流行期に入った

と判断されたら開始とする。 

 

（３） 採取場所と方法 

入院患者 ： 各病棟の各患者ベッドまたは処置室等で自己採取  

※唾液採取不可の場合は、個室で鼻咽頭ぬぐいを採取   

外来患者 ： 自宅で採取し検査部受付に提出又は各外来で採取唾液採取が不可の場合は、 

感染制御外来にて主科が鼻咽頭ぬぐいを採取する。 
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(4)検査の流れ 

① 外来で新型コロナウイルススクリーニング検査実施についての説明とオーダーを行う。 

② 検体採取後は他の検体同様に搬送する。 

③ 患者にはマスクの着用の徹底と手指衛生の実施をお願いし、通常通りの入院時検査や診察等を

行っていただく。 

④ 検査結果は、再検査がなければ検体到着後、2-3 時間以内には検査結果画面に表示される。 
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2．診療 

2）-2 付き添い家族対象のコロナスクリーニングの手続きと流れ 

  

新型コロナウイルス感染症蔓延期の対策として、全患者の入院時スクリーニングを実施しております。入院

中に患者の療養において、やむを得ず患者家族の付き添いが必要な場合に限り、当該病棟の看護師長の

申し出により、患者家族の新型コロナウイルススクリーニング検査を実施することとなりました。以下の運用

についてご確認を宜しくお願いします。 

 

(1)スクリーニング対象 

「生活援助である程度の期間の付き添いが必要な場合」とし、基本的には、看取り等での一時的な付

き添いは対象外と考える。 

 

（2）運用方法 

＜外来で検査を行う場合＞ 

①入院予約の時点で、診療科から付添者にスクリーニングについて説明を行い、臨床検査部オーダー

→「COVID-19」→「B.スクリーニング目的（無症状者）10.or11.」のオーダーを入れる。唾液の場合は、

検体容器を渡し、提出日に１階の受付カウンター「３番」へ行くように案内をする。 

②提出日に付き添い者は外来 1 階「３番」にて、「付添者の登録をするように言われた」と申し出る。 

③診療申し込み書（別添参照）を記入し、「３番」に提出し、登録後診察券を受け取る。 

④診察券を受け取り、２階の臨床検査部へ行き、検体を提出する（平日 15 時まで）。鼻咽頭採取の場

合は、各科で採取する。 

⑤検査費用は無料のため支払いはなし。 

 

＜病棟で検査を行う場合＞ 

① 検査対象となる家族がいることを病棟看護師長から感染制御部太田（不在時感染制御部）に連絡

する。 

② 感染制御部から医事課へ連絡する。 

③ 添付の「付添者登録用の診療申込書」を付添者に記入してもらい、当該診療申込書を病棟の入退

院センター行きのボックスに入れる。 

④ 臨床検査部オーダー→「COVID-19」→「B.スクリーニング目的（無症状者）10.or11.」オーダー入力  

し検体採取後、検体容器にラベル貼付し、患者と同じ搬送方法の運用で検査部に提出する。 

⑤ 診察券は、患者の退院までに入退院センタースタッフが病棟へ届ける。または、退院時にお渡しす

る。 

⑥ 検査費用は無料のため支払いはなし。 
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2)-2 付録 付添者 ID 作成用様式
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2)-2 付録 付添者用診療申込書（東西６以外）
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２．診療 

3) 入院患者の有症状時の検査 
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２．診療 

4）感染対策 
原則、標準予防策に接触感染対策・飛沫感染対策を加えて行う。また、エアロゾル産生手技時

には、空気感染対策に準じた感染対策を追加する。 

これまでの知見から、環境からの感染伝播のリスクは高くないことが判明しているため、患者

環境にのみ触れる場合等、状況に応じた個人防護具の選択を可能とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  (1)患者の収容 

  ・新型コロナウイルス感染症を疑う患者、または陽性確定患者の収容は、個室病室で行う。 

  ・患者数の増加により、個室単位での隔離が困難な場合はコホート管理を行う。 
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 (2)個人防護具 

  ・個人防護具は、患者の身体状態や患者に接する状況に応じて、選択する。 

 

 

(3)その他 

・ 器材・食器の取り扱い、カーテン、病院リネンの取り扱い、廃棄物の処理については、標準予防

策の項を参照する。 

 

・ 環境整備 

    日常清掃、退院時清掃の方法については、B.隔離予防策 Ⅱ．感染経路別予防策 ３）接触感染

予防策 ◆ 清掃の項を参照する。 
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２．診療  

5）COVID-19 陽性患者の治療 
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２．診療 

6）隔離解除基準について 
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